
病床機能の変更等について 

病 院 名 知命堂病院 

変更の内容 慢性期病床（療養病床）４８床を介護医療院に転換する。 

変 更 理 由  

当地域では慢性期医療を必要とする高齢者が多く、知命堂

病院は障害者病棟及び当地域唯一の医療療養病棟を有し、急

性期病院と連携を図りながら、亜急性期、回復期及び慢性期の

患者を受け入れてきた。 

一方、療養病棟の施設基準の改定により、より医療必要度の

高い患者の受入れが求められることとなり、今後の患者構成

の変化によっては施設基準の維持が困難となるリスクがあ

る。 

このため、療養病床 48 床を介護医療院へ転換し、地域にお

ける医療・介護ニーズへの対応強化を図るものである。現在、

療養病床には介護医療院相当の患者が多く入院しており、転

換後も受け入れる患者層や患者数に大きな変化はなく、引き

続き同様の機能を担うことが可能である。 

また、介護医療院への転換により、医療必要度による受入れ

制限が緩和され、急性期病院からの患者を幅広く受け入れる

ことが可能となる。これにより、地域における慢性期医療・介

護ニーズに対応するとともに、安定的な病床運営を確保し、回

復期病床における在宅復帰支援及び在宅復帰が困難な患者の

受入れ機能を継続していく。 

なお、これまでの上越地域医療構想調整会議において、医療

と介護の複合ニーズを有する患者の受け皿として介護医療院

の必要性が議論されてきたところであり、本件はその方向性

に合致した取組であると考えている。 

変更時期（予定） 令和９年３月３１日 

病 床 数 

 
変更前 
(a) 

変更後 

(b) 

増減数 

(c)=(b)-(a) 

高度急性期 ０ ０ ０ 

急 性 期 ０ ０ ０ 

回 復 期 ３２ ３２ ０ 

慢 性 期 １１３ ６５ ▲４８ 

計 １４５ ９７ ▲４８ 

介護医療院   ４８ ４８ 

補助金等の活用 

（予定含む） 
病床数適正化緊急支援事業 

その他関連事項 
 

 

資料１ 


